
（Nature誌に掲載）

ダイポールモード
　  現象の発見

H11年 9月

  大気海洋結合モデル
による再現実験の成功

　   （今回のプレス発表）

H12年 9月

  ダイポール現象とアジア地域
　  の気象災害（旱魃、豪雨）
　　　　との関係の解明

  更なる研究の推進

  　  ダイポール現象の
数十年スケール変動の解明
　　　　および
太平洋のエルニーニョ現象
　　  との関係の解明

   大気モデルを用いて
世界各地への影響を解明

海洋モデルを用いた
  過去のDMIの再現

大気海洋結合モデル
　　  の高度化

インド洋観測データ（観測フロンテイア）
トライトンブイ観測データ（JAMSTEC）
人工衛星観測データ（NASDA）
を最大限に利用

  大気海洋結合モデル
　  による予測実験

H14年 度以降の計画

 アジア各国の防災
（国土計画）及び
   農業政策に貢献 

研究計画における本研究の位置付け

H12年～H13年の計画

図４


